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家計の資産を取り巻く環境のイメージ

⻑引く低⾦利によって、預⾦などではお⾦を増やすこと
が難しい中、物価の上昇や社会保険制度の⾒直しな
どで⽀出が増加してしまう可能性があるからです。

Ｑ.
Ａ.

運⽤を考えないことも「リスク」
とはどういうことですか？

低⾦利政策の継続、将来的な物価上昇の可能性、それに伴うお⾦の価値の⽬減りへの懸念など、家計の資産
を取り巻く環境は年々厳しさを増しています。加えて、社会保険制度の⾒直しや消費税率の引上げなど家計に
とって負担増となる⽀出についても考慮する必要があります。今ある資産を守るという観点で「運⽤」を考えないこ
ともリスクとなるかもしれません。

 ⽇銀の政策により現実味を帯びる
物価上昇

 70歳以上の⾼額療養費の⾃⼰負
担限度額引上げ

 介護保険の利⽤料負担の引上げ
 消費税率の引上げ
（2019年10⽉）

予定受取り額等の減少

貯蓄（⾵呂）にプールできる資⾦
（⽔）が減る要因に

■⻑引く低⾦利による受取利息の減少
■在職⽼齢年⾦による年⾦の減額
■年⾦給付⽔準は⻑期的に⽬減り？

預⾦などにおいておくこと⾃体がリスク
となる可能性も。
今ある資産を増やしていくこと
をご検討いただくことが重要です。

⼤切な資産を守るために
運⽤を考えないことも
リスクの時代に

⽀出等の増加

国の政策に起因する⽀出増のため、
家計にとっては負担増となる
⇒貯蓄（⾵呂）から出る資⾦
（⽔）をなかなかとめられない

（注）上記はイメージです。家計により異なることがあり、またすべてを記載したものでもありません。
（出所）各種資料を基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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物価上昇による「お⾦の価値の⽬減り」
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